















6流経法学　第15巻 第 2 号
け以降仲良くさせていただきました。私と、山崎徹先生、それから現在は国士舘大学に移られた山口康夫先生などはすぐに秋葉研究室を まり場にして、だべったり、飲む相談をしたりしていました。実は秋葉先生は下戸でお酒 全く飲めませんが、なぜか酒席は好きで、飲まれないのに不思議と「座持ち」がいいのです。そして毎回必ず、 「俺は損だよな、飲まねえで同じワリカンだもんな」と言いつつよく付き合ってくれました。法学部には秋葉先生がどうしても頭の上がらない先生がおられました。それが商法の徳永哲男先生で秋葉先生の学生時代の指導教授で、学問の道に入ったのも徳永 のご指導があったからです。この徳永先生が た親分肌の実にいい先生で おー、侃（つよし―秋葉先生のお名前）面白そうな話してるな、俺も仲間に入れろよ。 」と私たちが秋葉研究室で馬鹿話をやっているところ 入ってこられ した。年上の秋葉先生のさら 指導教授ですから我々 大先輩なので、 「顧問」と う名前を奉り飲んだり、いろいろな 事を持ちこんだりしました。お二人はまことにうらやましい師弟関係でした。
先生は在職中に二度の大病を経験されましたが、いかにも秋葉先生らしいなと思ったのはその楽天性です。
先生はいわゆる「天然」なので病院 の出来事 医者や看護士に叱 れたことなどを面白おかしく話す で、ついこちらも深刻な病気の話をし るのに思わず笑ってしまうことがたくさんありました。
そんな秋葉 が定年を迎えて退職されました。少 寂しく思いますが、時々会ってまた笑わせてくれるこ
とを期待しつつ送る言葉といたします。
